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主要道路は南部に集中しており、北部の山岳地帯に道路は少ない
今回の震源付近では、中部にも主要道路が走る



Dahal R.K., Bhandary N.P., 2013, GeoDisaster and Its Mitigation in Nepal, In Wang F., et al. (eds.), Progress of GeoDisaster
Mitigation Technology in Asia, Environmental Science and Engineering, Springer-Verlag Berlin Heidelberg, 123-156.

斜面災害の履歴分布（1951-2006に発生した677件のデータ）

特に、PokharaやKathmanduの周辺で多発している



Ranjan Kumar DAHAL, Rainfall-induced Landslides 
in Nepal, International Journal of Japan Erosion 
Control Engineering, Vol.5, No.1, 2012

年間平均降水量分布（mm）

3000mmを超える地域も多くあり、降水量と斜面災害履歴分布がリンクする
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Engineering, Vol.5, No.1, 2012
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ネパールの降水量データは http://www.lirung.com/infofile3/climate/ より入手

日本の降水量データは理科年表より入手



Ranjan Kumar DAHAL, Rainfall-induced Landslides in 
Nepal, International Journal of Japan Erosion Control 
Engineering, Vol.5, No.1, 2012 の図を編集

北部の高標高の山岳地帯
へと変化する手前の中部
に広がる中標高地域での
災害が目立つ。そのあたり
の地域は降雨量が多い。



1993年7月豪雨による土砂災害

ネパールの1993年7月集中豪雨による土砂災害, 吉松弘行, 山
田孝, 大井英臣, 砂防学会誌, Vol.46, No.4, pp.58-62, 1994.



インド

Mugling-Narayangarh Highway 

Tribhuvan Highway 

Prithvi Highway 

土砂災害による道路閉塞が懸念される主要道路

震源 Pasang Lhamu Highway
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Mugling-Narayangarh Highway 

Tribhuvan Highway 

1953～1956年にインドの支援によって建設
片側交互交通の箇所も多く、砂利道部分が多い
インドへ通じる主要道路の１つ
1993年の豪雨災害で1ヶ月以上通行止め

1980年頃に中国の支援で建設
インドへ通じる主要道路の１つ
河川沿いの斜面に建設された部分が多い

Trishuli River

Seti Gandaki River

Prithvi Highway 

1967～1974年に中国の支援で建設
KathomanduとPokharaをつなぐ重要路線
一部が河川沿い

※論文とネット上の情報の寄せ集め

Pasang Lhamu Highway

Pasang Lhamu Highway

詳細不明
過去に土砂災害の履歴が複数回あり



これら主要道路は、急峻な道路ぬって走っており決まった規格で作られていない。
道路は1車線でアスファルト舗装を基本としているが、砂利道の部分も存在する。

稲垣秀輝，ネトラ・バンダリー，長谷川修一，矢田部龍一，ネパール最重要道路のハザードマップとリスク管理, 
日本地すべり学会誌 43(6), 376-383, 2007
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斜面災害対策の現状

稲垣秀輝，ネトラ・バンダリー，長谷川修一，矢田部龍一，ネパール最重要道路のハザードマップとリスク管理, 日本地すべり学会誌 43(6), 376-383, 2007

災害を防ぐための根本的な対策は少ない



震源近くの主要道路沿いにはリスクの高い危険斜
面が多数存在しており、その対策は十分ではない。

本震および余震によって斜面がダメージを受け、不
安定化が進んでいると思われ、今後のモンスーン
時期の降雨によって、地すべり、落石、土石流、岩
盤崩壊などの災害が発生するリスクが高まっている。
支援物資輸送や救援のための安全な移動手段や
経路の確保が重要な課題。


